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出月〒：両亀ネf　（ユ997）　p一ユエ3
図5　期待で調整されたフイリッブス曲線．
によって示される。したがって，長期的に見ると，失業率はどんなインブレ率
であづても白然失葉率の水準で変わらないから，インフレーションと失業の間
にはトレード・オフ関係は存在しないことになる。
　このような状況で，政府が次々と総需要拡大政策を実施すると，人々はイン
フレ期待を上方に修正していくので，短期フィリップス曲線は次第に上方にシ
フトし，経済は風→λ→E1→B→易の経路を辿ることになる。その結果，「総
需要管理政策は，失業率を一時的に自然失業率の水準よりも低下させることは
できるが，長期的には，インフレーションを加速させるにすぎない」という裁
量的ケインズ政策の無効論が引き出される。これよりフリードマンは，経済安
定化の目棲としては物価安定を重視する。そして，インフレーションを引き起
こすことなく。完全雇用（自然失業率）を維持するには，貨幣供給量を生産量
の長期成長率と同一の率で増加させればよい，という「尾％ルール」を提唱した
のである（1ガ。
llガ　貨幣1数量説に基づく貨幣市場の均衡条件（7）式より，長期的にゴルニ后十戸十加が成り立つ。
　ここで。マーシヤルの后が一一定ならば、物価安定（戸＝π＝o）のためには，貨幣供給量の成長事
　（カ）＝完全雇用実質国民所得の成裏率（戸）が必要とされるむ
糾
マクロ経済学の発展一古輿派とケインジァンー 27
7．おわりに
　本稿においては，主に1930年代後半から1970年代にかけて，活発に論議され
たマクロ経済理論や政策問題を取り上げながら，マクロ経済学の発展を跡付け
た。そして，古典派経済学とケインズ経済学について，それぞれの特徴と両者
を画する梱違点を明らかにした。次回では，1970年代から現在に至るマクロ経
済学の発展の姿を，「新しい古典派マクロ経済学」と「ニュー・ケインジアンの
経済学」に注目して概観する予定である。
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